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２０２６(令和８)年６月 

 

 

EYS 遺伝子関連網膜色素変性の進行を、補償光学技術を使い細胞レベルで評価 

－網膜の細胞レベルの変化から、病気の進行を早く捉える可能性を報告－ 

 

１．概 要 

神戸市立神戸アイセンター病院を中心とする研究グループは、EYS 遺伝子の変異に

よる網膜色素変性の患者さんを対象に、2年間にわたって病気の進み方を調べる研究

を行いました。網膜色素変性は、目の奥にある網膜の細胞が少しずつ障害される病

気です。暗いところで見えにくい、見える範囲が狭くなる、視力が下がる、といっ

た症状がみられることがあります。 

本研究では、研究に参加された患者さんのうち、補償光学眼底イメージングとい

う特殊な眼底カメラで詳しく観察できた 27 人について解析しました。この検査で

は、網膜の中にある錐体視細胞という、明るい場所での見え方や視力に関わる大切

な細胞を、細胞レベルで観察することができます。 

その結果、錐体視細胞の密度は、OCT や視野検査などの通常の検査よりも早い時期

から低下を示す可能性が分かりました。この成果は、将来の治療開発や臨床試験に

おいて、病気の進み具合や治療効果をより早く評価するための新しい指標につなが

る可能性があります。この度、本研究の成果論文が、学術誌『Scientific 

Reports』に 2026 年 6 月に掲載されましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

【URL】https://doi.org/10.1038/s41598-026-56837-3 

 

２．研究成果  

網膜色素変性は、網膜の中で光を感じる細胞が徐々に障害される遺伝性の病気で

す。EYS 遺伝子は、日本人を含むアジア人の網膜色素変性で重要な原因遺伝子の一つ

です。 

現在、網膜色素変性に対する新しい治療法の研究が進んでいます。そのため、治

療が効いているかどうかを判断するには、病気の進行を正確に捉える検査が必要で

す。 

しかし、視力検査や視野検査は変化がゆっくりで、短い期間では病気の進み具合

が分かりにくいことがあります。 

本研究では、EYS 関連網膜色素変性の患者さん 27 人を対象に、補償光学眼底イメ

ージングを用いて、網膜の錐体視細胞の密度を 2年間、6ヶ月ごとに測定しました。

また、OCT、視野検査、視力検査の結果もあわせて調べました。 

その結果、錐体細胞の密度は、研究開始から 6か月の時点ですでに低下していま

した。一方で、OCT で分かる網膜構造の変化は 24 か月後に明らかとなり、視野検査

では 2年間で明らかな変化はみられませんでした。 
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このことから、補償光学眼底イメージングで測定した錐体細胞の密度は、EYS 関連

網膜色素変性の進行を早い段階で捉えるための指標になる可能性が示されました。 

 

【今回の研究で得られた知見・ポイント】 

○ EYS 関連網膜色素変性の患者さんを対象に、2年間の経過を調べた。 

○ 特殊な眼底カメラを使って、網膜の錐体細胞を細胞レベルで観察した。 

○ 錐体細胞の密度は、研究開始から 6か月の時点で低下していた。 

○ 通常の検査よりも早く、病気の進行を捉えられる可能性がある。 

○ 将来、治療効果を判定するための新しい検査指標として役立つ可能性がある。 
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本研究は、EYS 関連網膜色素変性における２年間の自然経過を、補償光学眼底イメ

ージングを用いて細胞レベルで評価した観察研究です。 

以上 


